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は じ め に

筆者は1964年 6月より1965年 5月までの 1年間,京都大学東南アジア研究セ ンターならびに

タイ ･ユネスコ国内委Ell会の留学技としてタイ困カセツァー ト大学に学んだOその後,1965年

7月～1966年 1月の 7カ月間,同センタ-自然科学部門のうちの農業生産班の一員 として同じ

くタイ国農務省米穀局技術部において研究に従事 した｡ここに述べる研究は,前記留学の後半

よりはじめ,途中日本-の帰国のため一時 中 断されたがその後再び同センタ-の計画 の-Eq3と

してタイ国に滞在 した問になされたものである｡

1 研 究 の 目 的

タイ[射二おける水稲栽培において化学肥料はほとんど使用されていない.従って毎年水稲UJ

吸収によって圃場より持ち去 られる養分は何らかの形で再び供給されていない限 り一定収El1,二を

継続してあげることはできない｡

ところでこの養分の再供給は天然のものであれ,入れ的ないわゆる施肥であれ,その隼百全

欄間に供給される絶対量だけが問題なのではない｡養分の供給は水稲のノ生育相の矧紬こ見合 っ

たものでなければならない｡特に人為的な供給方法である施肥においてはそのさじ加減を自由

にできるので,生育相の展開に見合 うよう加減するばかりでな く,逆に生育相の犀r)fr-･1日休に働
きかけて最終目的である収量を最高にする努力が可能である｡これは三大要素のひとつである

窒素については特に大切である｡すなわち,室素の供給の量,時期は水稲の生育相に最も大き

く影轡する｡

一一リノ~,童素の天然供給量は前作の水稲根,室素冊定能をもつ隼物など,また究極的にはそれ
らに11-!来する土壌有機物の無機化がその主なものと考えられる｡雨期乾期の区別 のはっきりし

た東南アジア人陸部のモンスーン地帯では,乾期申の極度の乾燥 とそれにつづ く高温 な雨期に

よって, 有機態窒素の無機化は著 しく, このことが天然供給を大きく左右 していると思われ
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る｡

従ってタイ国における水稲の施肥を考える場合に,窒素の天然供給のパターンを知っておく

ことがとくに必要であり,本研究はこれに関する基礎的知見を得るのを目的としている｡

2 研 究 の 方 法

無施肥水田を選び,そこにおける窒素の収支を稲作全期間を通じて追跡 した｡

調査地点は次のようにしてえらんだ｡タイ国の水田地帯としては,北部,東北部,中央部,

南部,南東部に大別される｡このうち中央部は大河川の下流地帯の重粘土地帯で,かつ,雨期

乾期の区別も判然としており,タイの他の地帯より東南アジア大陸部の水田地帯をよく代表し

ていると思われる｡従って本調査では,調査地点は中央部の南半分に限った｡すなわち

(1) BangkhenRiceExperimentStation (略号 LocationBK):Bangkok北方約 14km

(2) RangsitRiceExperimentStation(略号 LocationRS):Bangkok北東約 35km

(3) Bangkhenの2期作農家1)(略号 LocationDC):Bangkok北方約 16km

これら3地点の土壌のうち2点 (BK,RS)についての分析結果は本学農学部 川口教授らの

土壌調査班の調査によって明らかになっている (Table1)｡なお,LocationDC は BK に近

接し,ほぼ同質と考えられる｡

それぞれの調査地点では一筆のほぼ中央に 7mx7m の区画をとり, その区画内における窒

Table 1 SurfaceSoilAnalysisatLocationBKandRS

Location

pH (water) ; 5.0
Texture HC

ConductivitymMHO/cm2 2.5

TotalC% 1.33

TotalN% 0.13

C/Nratio 10.2

SiO2solubleinNacetate ; 16.7

p205byBrayII ; 0･2

sp .210u5bTeg/ilnOOlg/r5NSOiicl 0･9
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C
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2
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4
.
H

2
.
2
.
0
.
10
.
16
.
7
.
0
.
1.8

NHS-Nmobilized
bysubmergence

7.3 7.8

Claymineral きRichin2:1typesinbothcases

ByK.Kawaguchietal.SoilLab.FacultyofAgr.KyotoUniv.

1) 普通は一期作である｡中央部では乾期は何も作らないのが一般で,二期作は例外的である｡
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素 収支を考えた｡

現地では次の項目について測定を行なった｡

(1) 水 深

(2) 酸化還元電位 (Eh6) TOA Electronicsltd.盟,DM-1A 型携帯用ポテンシオメ-タ-

を使用

(3) 水稲草丈,分けつ数

(4) 水温,地温

試料採取は次の要領で行なった｡

(1) 土壌 :0-3cm,3-10cm の各深度で 区画内から任意に約20カ所よりとり, よく混合し

て-試料とする｡

(2) 水稲 :区画内より任意に5株をとる｡

(3) 頻度 :2週間に 1回

試 料 分 析

(1) 土 壌

i) 新鮮土アンモニア態窒素 :1規定塩化加里にて抽出,常法通り定量

ii) 新鮮土硝酸態窒素 :水にて抽出

アル ミニウム薄片還元法にて定量

iii) 乾土湛水アンモニア生成量 :風乾土をガラス円筒中 にて湛水状態とし,30oCで2週

間インキュベイト後, 生成したアンモニア態窒素を 1規定塩化加里で抽乱 常法に

より定量

(2) 植物体分析 :全窒素を常法により定量

3 結 果 と そ の 検 討

(1) pH

いずれの地点においても湛水によって土壌の pH は上昇し,収穫期近 くにはいずれも pH6

を越えるo酸性土壌である RSでは5月の乾燥期には pH 4 以下であるが, 湛水期には他の

2地点と同株 pH 6前後となる｡DCでは8月末から9月始めの落水期に pH の 低下がはっ

きりみとめられる｡ 表面水の pH は常に土壌 pH を上廻 り pH 7以上, 時に pH8に達す

ることもある｡

(2) 酸 化 還 元 竃 枠

一般的な傾向はつかみ難い｡測定方法の検討を要するものと考えられる｡しかし淡水に伴 う

pH の急上昇から見て相当の Eh6 の低下があるものと予想されるO
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Table 2 ChangesinEnvironmentalConditions,PlantGrowth
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Table 3 ChangesinEnvironmentalConditions,PlantGrowth
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Table 4 ChangesinEnvironmentalConditions,PlantGrowth
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p pH 薫 蒸 崇

EhbOfSoil

如 こ 05--:oCcmm

waterDepthノT

Nitrogen:3-10cm
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Fig. 1 ChangesinpH,Eh,WaterDepth,Ammonium,Nitrateand
Easily-decomposableNitrogenatLocationBK

2b q 22 6 19 ろ 17 引 14 28
JUL AJG SEP OCT NOW

892

Fig.2 NitrogenMobilizationatLocationBK
(T.P.:Transplanting,P.Ⅰ.:PrimordialInitiation)
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Fig.6 NitrogenMobilizationatLocationDC
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(3) 新鮮土硝酸態窒素

乾燥期には最高 1mgN/100grdrysoil程度認められる場合があるが, 湛水と共にこん跡

是をとどめるにすぎな くなるo

(4) 新鮮土アンモニア態窒素

湛水当初 2-3mgN/100grdrysoilを示す｡その後徐々にではあるが減少する｡ しかし,

収穫期近 くにおいても, 0.5mgN/100grdrysoil以上はなお残存している｡ 5月の乾燥期の

値は湛水期と大差ないが, 6, 7月の湛水当初または,湛水には至らない程度の降雨のあった

場合には,アンモニア態童素生成のピークがあることが 予想されるが,なお検討しなければな

らない｡

(5) 乾土湛水アンモニア牡成量

0-3cm の層について見ると最高 16mgN 程度から最低 5mgN/100grdrysoil までの問

を上下している｡3-10cm の層については,表層より全般的に 2-3mgN 程度づつ低い値を

示す｡しかし時期的な変化は認め難いOいずれの時点においても,新鮮土アンモニア態窒素量

の 5倍呈程度の量の有機態窒素は,本試験で用いた乾土湛水操作によって無機化され うる窒素
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として土壌中に存在する｡なお,本実験では湛水時の温度を 30oCとしたが,これは Table5

の温度測定結果から見てまず妥当と思われる｡

(6) 有機態窒素の無機化

Fig.2,4,6,に見られるように新鮮土中のアンモニア,硝酸態窒素と吸収された窒素量とを

合算して無機化全室素量とすると,いずれの地点においても,水稲による吸収量の増大にもか

かわらず残存アンモニア量はあまり低下しない｡これを根の分布の不均一性によって距離的に

無効化したアンモニア量を意味すると解釈すると,より均一な根の分布を可能にするような栽

培方法によって,この無機態窒素を有効に利用することが出来ると考えられる｡
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